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平成 29 年度 第３回広報・広聴委員会会議報告 

            日 時  平成 29年 11月 10日（金）12:00～13:20 

            場 所  杜のホールはしもと ８階 セミナールーム２ 

            出席者  島田、高木、宇野、坂口、田中、福嶋、藤吉、 

原田・白川（事務局） 

            （欠席） 吉原委員 

 

○協議・報告  

 ａ 会報第 103 号の進捗状況 

   ・会報第 103 号（大会特集号）の構成と原稿依頼等の進捗状況を確認した。 

   ・ポスターセッションの紹介記事について、先に内諾を得た団体のほか、あらたに２団

体に追加依頼（各１頁ずつ追加）。 

・研修における質疑・応答記録は、質問の数によりページに変動がある。追加原稿のこ

ともあり、ページ数の調整が必要である。 

・各委員の撮影した研修等の画像データは、事務局に送付する。 

 

ｂ 会誌『記録と史料』第 28 号の構成について 

・会誌第 28 号の構成と原稿依頼等の進捗状況を確認した。 

・「特集にあたって」は各原稿が出そろったのちに吉原委員が執筆（吉原委員は内諾済）。 

・10 月に提出された原稿については、審査のうえ委員会の見解を事務局でとりまとめ、

執筆者に伝える。  

・編集後記は、各原稿が出そろったのちに福嶋委員が執筆する。   

・広告掲載については、依頼をすすめる。 

  

ｃ その他 

① 会報・会誌『記録と史料』Web公開の進捗状況とアクセスの動向  

・Webページに掲載したのは 896 タイトル（39.8％、10月 31日現在） 

・Webページ更新回数 64回（今年度 10 月 1日現在） 

・契約サーバで標準的に備わっているアクセス解析の結果（2016.11～2017.10）報告。 

転送データ容量が増加しており、会報・会誌記事 pdf掲載の効果とみられる。 

・pdf掲載については、会誌・会報発送時など会員への連絡等を送信する際をとらえて、

呼びかけを行うなど粘り強く働きかけていくことが重要。 

② 会誌『記録と史料』の販売状況 

・予算額 96,000 円に対して、10 月末現在で 64 冊を販売、76,800円（送料を含まな 

い）の売り上げがあった。 
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③ J-STAGE への登載手続きについて 

・ 平成 30 年１月以降の説明会に事務局員が出席し、詳細を確認のうえ、刊行物の pdf

搭載手続きを進める。平成 30 年 4 月１日からの公開を目途としている。説明会後、

委員には、２月の役員会前にはかることを想定している。 

④ 次年度の広報・広聴委員会の開催時期について  

・各委員の日程調整や、大会特集号の写真撮影要員の確保について、意見交換。 

⑤ 次年度会誌『記録と史料』29 号について 

  ・投稿希望について報告 

  

※今後の進捗状況の報告、意見交換についてはメーリングリストを活用することを再確認。 

  以上 

  

   

    


